
 

③「都市地域の社会基盤・施設の防災性能評価・災害軽減技術の開発」の評価結果（事後評価） 

 

【総合評価】 

関係者の意識の統一に不十分な点がみられるが、各種災害を網羅して包括的に取り組んだこと

は評価でき、研究の実施方法、体制等は概ね妥当であったと評価する。また、防災性能の総合的

評価において不十分な点があったものの、個別のテーマとしては優れた成果をあげており、目標

は概ね達成できたと評価する。 

今回はプロジェクト研究というスキームで実施したにもかかわらず、総合化が難しかったこと

の原因を追求し、今後、安全・防災の総合的な研究を進める上で活かしていただきたい。 

 

【評価指標別評価結果】 

研究の実施方法、 

体制等の妥当性 

１ 適切であった 

２ 概ね適切であった 

３ やや適切でなかった 

４ 適切でなかった 

 ★  

 ★★★★★ 

 ★★ 

目標の達成度 

１ 目標を十分達成できた 

２ 概ね目標を達成できた 

３ あまり目標を達成できなかった 

４ 目標を達成できなかった 

 

 ★★★★★ ★ 

 ★★ 

 

【指摘事項】 

なお、以下の指摘事項があったので参考にされたい。 

・防災についての各要素技術の開発に進展があったが、都市地域における複合的な災害に対する

総合的な防災性能評価については不十分であり、今後さらに研究を進められたい。 

・鉄道のダメージは広域的に影響を与えるため、都市地域の社会基盤として、評価対象となるの

ではないか。 

・数多くの研究者が参加する非常に総合的なプロジェクトであるため、都市地域での災害の特徴

をよく議論し、参加する研究者の意識を統一した上で、実施すべきであった。 

・様々なテーマを総合的に評価する目的をはっきりさせないと、研究が進展しない。国や地方公

共団体に対して政策を提案する上で、総合性の評価が役に立つことを明らかにすることでニー

ズを発掘すべきではないか。 

・防災施設、ライフライン施設そのものの性能評価と、地域全体の防災性能の評価について、階

層性と総合性を考慮すべきであった。 

・個別個所の被災度の評価よりも、その波及効果を検討することが重要である。 
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